
令和8年度 《 常総市立菅原小学校 グランドデザイン 》

[本校教育の目標] よく学び、心豊かで、たくましい「菅原っ子」の育成

笑顔いっぱい 夢いっぱい どの子にも やる気と自信 ねばり強さ を育む

なかよく助け合う子 すすんで学び努力する子 たくましい心と体をもつ子

信頼される安心安全な学校 やさしく かしこく たくましく

【すてきな えがお】 【がんばる べんきょう】 【はつらつ けんこう】
◇ 家庭と地域社会・関係機関との ◇教育活動全体を通して、豊かな心と将 ◇ 自 分 の 考 え を も ち 、 分 か り や す く 伝 え 合 ◇ 明 る く 元 気 で 健 や か な 体 と 健 康 の
連携を密にした、信頼される安 来の夢を育む教育を推進します。 う 授 業 の 工 夫 で 、 基 礎 ・ 基 本 の 確 実 な 定 保 持 増 進 の た め の 実 践 力 を 育 て ま
心安全な学校づくりを目指しま ・一人一人を大切にする集団づくりを通 着 と 思 考 ・ 判 断 ・ 表 現 す る 力 、 探 究 的 な す。
す。 して、思いやりのある子を育てる。 学び推進の育成を図ります。 ・ 運 動 に 親 し む 習 慣 を 形 成 し 、 体 力

・よさを認め合い、自己有用感を高める。 ・研究テーマ の向上を図る。
① 安 全 教 育 ・ 通 学 路 の 安 全 点 検 ・進んであいさつできる子を育てる。 「できた ！」を感じ るユニバ ーサルデ ザインな ・ 自 他 の 生 命 尊 重 を 基 盤 と し た 安 全
の実施 授業づくり ～ ICT 活用を通して ～ 能力の育成を図る。

② 施設・設備の整備、環境美化 ① 一人一人を生かした集団活動の推進
③ 地域との連携・協働の促進 （異年齢集団活動、特別活動の充実） ① 基礎基本の確実な定着を図る指導の工夫 ① 「明日も来たい学校」に
④ 保幼小中連携の充実 ② 一人一人のよさを認め合う場の活用 （ ICTの効果的な活用、月例テスト） （チャンス相談、個別の声掛け、

（一人一人が主役となる学校行事の工夫） ② 表現し、伝え合う力を高める指導の充実 休み時間の外遊びの奨励）

◇ 児童の願いや地域の期待に応え ③ 笑顔で元気なあいさつのできる子の育成 （ペア・グループ等による言葉を用いて思考を ② 体育指導の充実
るために、学校評価による改善 ④ 特別支援教育の充実 深める指導の工夫、アウトプットの工夫） （運動量の確保、教具・場の工夫等）

充実を目指します。 （ 一 人 一 人 の 教 育 的 ニ ー ズ に 応 じ た 指 導 、 ③ 身に付けた力を振り返る学習課程の工夫 ③ 健康をはぐくむ食育の推進
① 家庭・地域との連携強化 ユニバーサルデザイン〈UD〉を活用した指導） （見通しの重視、まとめ振り返りの時間の充実） （食育指導・給食指導の充実、

② RPDCAサイクルによる改善 ⑤ 豊 か な 体 験 活 動 を 通 し 、 現 在 の 自 分 ④ 家庭学習の習慣化の工夫 他校栄養教諭との連携）
を見つめ将来の夢を育む指導の充実 （学年×10分＋10分、AIドリルの活用） ④ 安全教育の実践
（ 自 己 を 振 り 返 り 、 夢 を も ち 目 標 に 向 か う ⑤ 読書指導の充実 （危険予測・回避能力の育成、避難訓練、
活動） （みんなにすすめたい一冊の本事業の活用、 交通安全教室、AED研修）

並行読書、家読）

到 ・夢や目標を決め、がんばる児童 到 ・ 自 分 の 考 え を 分 か り や す く 伝 え る こ と が 到 ・学校が楽しいと思える児童
達 → ９０％ （自己評価） 達 できる児童 → ８０％ （自己評価） 達 → ９０％（自己評価）
目 ・すすんであいさつできる児童 目 ・読書５０冊達成する児童 目 ・運動が好きで外遊びをする児童
標 → ９０％ （自己評価） 標 → ８５％（記録） 標 → ９０％（自己評価）

児童一人一人のよさを認め、伸ばすとともに、 発達段階に応じた主体的な学習を促し、確かな 進んで運動に取り組み、健康に生活できる子
心の教育を進める。 学力の向上を図る。 を育てる。

組織目標：何事にも、笑顔で自主的・意欲的に取り組む児童の育成を図る。

働き方改革：協働の意識をもって学校運営に参画し、ワーク・ライフ・バランスの実現に努める。

常総市の教育大綱
・「夢をいだき 未来を創る

ほっとな絆の 常総教育」
・未来に夢をもち「生きる力」
を育む学校教育の充実

茨城県の教育目標
いばらき教育プラン
Ｒ8学校教育指導方針

目指す学校の姿 目指す児童の姿




